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平成™˜年˜™月�日 月曜日 第œ™— 号官 報
〇
中
国
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日

中
国
地
方
整
備
局
長

福
田

功

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

二
号
及
び
九
号

山
陽
小
野
田
市
大
字
津
布
田
字
地
蔵
田
五
七
〇
番
一
か
ら
同
市
大

字
山
野
井
字
岳
山
一
二
一
九
番
一
ま
で

中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山

口
河
川
国
道
事
務
所

五
十
四
号
及
び

百
八
十
三
号

三
次
市
粟
屋
町
二
三
九
六
番
一
か
ら
同
市
粟
屋
町
字
鍋
屋
谷
一
四

六
三
番
一
二
ま
で

中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
三

次
河
川
国
道
事
務
所

百

八

十

号

総
社
市
美
袋
字
御
前
垣
内
七
八
七
番
四
か
ら
同
市
美
袋
字
城
山
九

四
七
番
一
ま
で

中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
岡

山
国
道
事
務
所

百
八
十
八
号

岩
国
市
川
下
町
三
丁
目
三
九
八
番
一
か
ら
同
市
川
下
町
三
丁
目
三

九
八
番
一
ま
で

中
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山

口
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
四
十
二
号

オ
サ
ラ
ッ
ペ
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
三
項
及
び
水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
旭
川
開
発
建
設
部
に
備
え
置
き
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日

北
海
道
開
発
局
長

関

克
己

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
四
十
三
号

下
頃
辺
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
三
項
及
び
水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広
開
発
建
設
部
に
備
え
置
き
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日

北
海
道
開
発
局
長

関

克
己

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
四
十
四
号

猿
別
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
三
項
及
び
水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広
開
発
建
設
部
に
備
え
置
き
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日

北
海
道
開
発
局
長

関

克
己

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
四
十
五
号

途
別
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
三
項
及
び
水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広
開
発
建
設
部
に
備
え
置
き
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日

北
海
道
開
発
局
長

関

克
己

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
百
四
十
六
号

十
弗
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
た
の
で
、
水
防
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
四
条
第
三
項
及
び
水
防
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
建
設
省
令
第
四
十
四
号
）
第
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
帯
広
開
発
建
設
部
に
備
え
置
き
、
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日

北
海
道
開
発
局
長

関

克
己

衆

議

院

会
議十

二
月
四
日
（
金
曜
日
）

午
後
一
時

本
会
議

参

議

院

議
事
日
程

十
二
月
四
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
六
号

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
（
金
曜
日
）

午
前
十
時
開
議

第
一

日
本
郵
政
株
式
会
社
、
郵
便
貯
金
銀
行
及
び
郵

便
保
険
会
社
の
株
式
の
処
分
の
停
止
等
に
関
す
る
法

律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

第
二

裁
判
所
の
人
的
・
物
的
充
実
に
関
す
る
請
願

（
九
件
）

第
三

法
務
局
、
更
生
保
護
官
署
、
入
国
管
理
官
署
及

び
少
年
院
施
設
の
増
員
に
関
す
る
請
願
（
十
件
）

第
四

地
域
医
療
の
再
生
を
求
め
る
大
幅
な
医
学
部
定

員
増
、医
学
部
の
教
育
体
制
拡
充
に
関
す
る
請
願（
十

九
件
）

第
五

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
批
准
に
関

す
る
請
願
（
四
件
）

第
六

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速
や
か
な

批
准
に
関
す
る
請
願
（
八
件
）

第
七

細
菌
性
髄
膜
炎
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
に
よ
る
定
期

接
種
化
の
早
期
実
現
に
関
す
る
請
願
（
七
件
）

第
八

社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
請
願
（
三
件
）

第
九

現
行
保
育
制
度
に
基
づ
く
保
育
施
策
の
拡
充
に

関
す
る
請
願
（
二
十
二
件
）

第
一
〇

細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
ワ
ク

チ
ン
の
早
期
定
期
接
種
化
に
関
す
る
請
願
（
二
件
）

第
一
一

地
域
医
療
の
再
生
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る

請
願
（
十
九
件
）

第
一
二

現
下
の
厳
し
い
雇
用
・
失
業
情
勢
を
踏
ま
え

た
労
働
行
政
の
拡
充
・
強
化
に
関
す
る
請
願（
十
件
）

第
一
三

膵
嚢
胞
線
維
症
の
治
療
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
に
関
す
る
請
願
（
六
件
）

第
一
四

公
共
事
業
に
お
け
る
公
正
な
賃
金
・
労
働
条

件
の
確
保
等
に
関
す
る
請
願
（
十
三
件
）

第
一
五

保
育
制
度
の
維
持
と
改
善
に
関
す
る
請
願

第
一
六

北
方
領
土
返
還
促
進
に
関
す
る
請
願

質
問
主
意
書
提
出

十
二
月
三
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。事

業
仕
分
け
結
果
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
草
川
昭

三
提
出
）（
第
八
五
号
）

政
治
資
金
規
正
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
西
田
昌
司

提
出
）（
第
八
六
号
）

地
方
税
の
目
的
税
で
あ
る
「
狩
猟
税
」
の
使
途
に
関
す

る
質
問
主
意
書
（
加
藤
修
一
提
出
）（
第
八
七
号
）

地
方
税
の
目
的
税
で
あ
る
「
入
湯
税
」
に
関
す
る
質
問

主
意
書
（
加
藤
修
一
提
出
）（
第
八
八
号
）

「
林
業
・
木
材
産
業
」
の
復
興
に
向
け
た
国
産
材
の
利

活
用
の
拡
大
と
新
産
業
へ
の
取
組
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
加
藤
修
一
提
出
）（
第
八
九
号
）

森
林
整
備
事
業
の
拡
充
・
強
化
に
よ
る
「
元
気
な
森
林

づ
く
り
」
の
推
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
加
藤
修
一

提
出
）（
第
九
〇
号
）

微
細
藻
類
の
光
合
成
培
養
の
実
用
化
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
加
藤
修
一
提
出
）（
第

九
一
号
）

生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
Ｃ
Ｏ
Ｐ
一
〇
を
迎
え
る

我
が
国
に
お
け
る
自
然
資
本
に
関
す
る
光
合
成
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
十
全
な
利
用
に
よ
る
微
細
藻
類
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
展
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
加
藤
修
一
提
出
）（
第

九
二
号
）

防
衛
計
画
の
大
綱
及
び
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
策
定

に
関
す
る
質
問
主
意
書（
佐
藤
正
久
提
出
）（
第
九
三
号
）

行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
防
衛
省
所
管
に
係
る
事
業
仕
分

け
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正
久
提
出
）（
第
九
四

号
）

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
佐
藤
正
久
提
出
）（
第
九
五
号
）

北
澤
防
衛
大
臣
の
発
言
の
無
責
任
性
と
防
衛
問
題
の
考

え
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正
久
提
出
）（
第
九

六
号
）

行
政
の
労
働
組
合
へ
の
便
宜
供
与
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
牧
野
た
か
お
提
出
）（
第
九
七
号
）

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
コ
メ
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
事
業

の
実
施
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
山
田
俊
男
提
出
）

（
第
九
八
号
）

電
磁
波
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
紙
智
子
提
出
）

（
第
九
九
号
）

発
達
障
害
や
そ
の
他
文
字
を
認
識
す
る
こ
と
に
困
難
の

あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
山
本
香
苗
提
出
）（
第

一
〇
〇
号
）

文
化
芸
術
関
連
予
算
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
中
山
恭

子
提
出
）（
第
一
〇
一
号
）

全
国
学
力
テ
ス
ト
・
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
中
山
恭
子
提
出
）（
第
一
〇
二
号
）

�


		2009-12-06T19:08:16+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




